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論 文 内 容 の 要 旨

牌臓は大部分ア ドレナリン性神経に支配される唯一の月蔵器であり, かつ杉谷によれば, 門脈の H om eos-

tasis に向っての役割を演 じている｡ さらに H illarp,H Gkfelt および Er畠nkG 等によれば, 副腎髄質に

おいては, ア ドレナリンおよびノルア ドレナリンがそれぞれ特定の細胞に含有されているという｡

すなわち本研究においては, 牌臓においても, かかる特殊の細胞の存在を組織化学的および電子顕微鏡

的に識別 し得るか否かを実験に匡 し, よって牌臓の神経性調節機構の一端をうかがうものである｡

観察方法は, H illarp および H 6kfelt のクロム親和反応を応用 し, 副腎においてば, ア ドレナリンお

よびノルア ドレナリンが, 同時に, しかも区別されて染色されるという, 重クロム酸クロム酸法と, ノル

ア ドレナリンのみが選択的に染色されるという沃素酸カリ法を使用 して, さらに Er去nkG による背光法

および電子顕微鏡による観察法をも応用 したO

牌臓に対 して, 組織化学的方法を使用することの可否についても充分に考慮 し, またカテコールアミン

の分解酵素の一つであるアミンオキシダ- ゼの組織化学的検索には高松法を使用 したO

主な対象は, 正常および牌腰を呈 した人間ならびに家兎の牌臓である｡ この牌腫家兎作製には, 主とし

てアルブミン感作法を応用｡ また電子顕微鏡による観察を行なう家兎には, コロイ ド状金薄片粒子を静注

して貧喰細胞の貧境にまかせた｡

以上の実験から, 次の結論を得た｡

1) まれではあるが, 健常の牌臓および肝臓に, クロム親和反応に際 して, 黄色を呈する細胞質を持つ

細胞の存在することが観察された｡

2) ところが, アルブミン感作牌腫家兎の牌臓では, クロム親和反応に際して, この黄色細胞質を有す

る細胞が, 健常家兎よりも多数に存在することが, 組織化学的方法によって立証された｡

3) また, パ ンチ氏病牌臓においても, クロム親和反応に際して, 黄色細胞質を有する細胞が, 健常人

牌臓におけるよりも多数に存在することを, 組織化学的に立証 した｡
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4) しかもかかるクロム親和反応に際 して, 黄色細胞質を有する細胞の観察されるのは, ほとんどすべ

て, 赤色碑髄の範囲内である｡

5) さらにコロイ ド状金薄片粒子を家兎 ･静脈内- 注射 して, その牌職を電子顕微鏡的に検査すると,

金コロイ ド粒子を貧喰 している貧喰細胞とかかる貧喰細胞ではない別のある種の細胞に, 高電子密度頼粒

が多数に含まれていることが観察されたが, 後者に含まれている高電子密度輯粒は, 副腎髄質等に含まれ

ているカテコールア ミン様頬粒と形態的に類似 しているか ら, おそらくカテコールア ミン様物質と密接な

関係があるものと思われる｡

6) この際の貧喰細胞は, 貧喰された金コロイ ド粒子に対する, 電子線顕徽回折法によって除外するこ

とができるものである｡

7) なお, E rank6 の蛍光法をもって しては, 白色牌髄には蛍光を証明しがたく, 赤色碑髄に蛮光が観

察できたという以外, 特別の結論は得 られなかった｡

8) アミンオキシダ- ゼの組織化学的検索においても一定の結論は得 られなかった｡ このことに関して

は, アミンオキシダ- ゼ以外にも, カテコールア ミン分解酵素 として, カテコール ー0 - メチル トランス

フォレースがあることを考えあわせれば理解できないことはないO

なおこの酵素に対する組織化学的検索法はいまだ確立されていないものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

牌臓においても副腎髄質におけるようにア ドレナリンおよびノルア ドレナリンを含有する特定の細胞が

存在するかいなかを組織化学的および電子顕微鏡的に匡したのが本研究である｡ 観察方法は H illarp およ

び H Bkfelt のクロム親和反応を応用しア ドレナリンおよびノルア ドレナリンが同時にしかも区別されて

染色される重クロム酸クロム酸法と, ノルア ドレナリンのみが選択的に染色される沃素酸カリ法を使用 し,

さらに E r誌nkと吊こよる蛍光法および電子顕徽鏡を使用 した｡ おもな対象は正常な人間および家兎の牌とパ

ンチ氏病婦とアルブミン感作法でえた家兎の牌腰である｡

その結果として, まれではあるが正常の肺臓中にもクロム親和反応にあたって黄色を呈する細胞が存在

するが, 実験的家兎牌腰やまたパ ンチ氏病牌にはいずれも正常牌よりも, より多数に存在することが立証

されかつこれ らの細胞はほとんどすべて赤色牌髄の範囲内であった｡

電子顕微鏡的にも, 副 腎髄質等に含まれているカテコールアミン様頼粒と形態的に類似している高電子

密度頼粒を含む細胞を兄い出すことができしかもこれ らの細胞は金コロイ ド粒子に対する電子線顕徽回折

法によって貧喰細胞ではないことを立証された｡

この論文は学術的にも臨床医学的にも有益であって, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定し

た ｡
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